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東洋建、任天堂創業家ファンドが筆頭株主　前田建上回る

任天堂創業家が資金を拠出する投資ファンドが、東洋建設の筆頭株主になったことが15日わかっ

た。8日までに保有比率が20.75%になったとの大量保有報告書を15日に関東財務局に提出、前田

建設工業（20.19%）を上回った。東洋建に対しては、前田建親会社のインフロニア・ホールディング

スが3月23日から非公開化を目指してTOB（株式公開買い付け）を進めている。

筆頭株主になった「WK1」はケイマン諸島籍で、任天堂創業家の資産運用会社「ヤマウチ・ナン

バーテン・ファミリー・オフィス（YFO）」が出資している。YFOは任天堂の山内溥元社長から相続し

た同社株をもとに孫の山内万丈代表が立ち上げ、運用資産は1000億円を超える。

【関連記事】

・東洋建設買収に任天堂創業家の影　TOB中に19%取得

・インフロニアHD、東洋建設をTOBで子会社化
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